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昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て

延
期
さ
れ
て
い
た
京
都
コ
ン
グ
レ
ス

（
第
14
回
国
連
犯
罪
防
止
刑
事
司
法
会

議
）
で
す
が
、
2
0
2
1
年
3
月
7
日

か
ら
12
日
と
い
う
日
程
で
、
延
期
前
と

同
じ
く
国
立
京
都
国
際
会
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
弁
連
は
、
こ
の
京
都
コ
ン
グ
レ
ス

で
、「
死
刑
廃
止
に
向
け
て
～
国
際
社

会
に
お
け
る
死
刑
廃
止
へ
向
け
た
取
組

と
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
現
状
、

そ
し
て
そ
の
課
題
」
と
題
し
て
、
死
刑

廃
止
に
関
す
る
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）。

（
な
お
、
参
加
対
象
は
事
前
に
登
録
手

続
を
完
了
し
た
京
都
コ
ン
グ
レ
ス
参
加

者
の
み
と
な
り
ま
す
。）

　
本
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
2
0
1

6
年
の
第
59
回
人
権
擁
護
大
会
（
福
井

市
）
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ

る
福
井
宣
言
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
死
刑

制
度
廃
止
に
向
け
た
戦
略
と
現
状
」
と

し
て
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
死
刑
廃
止

へ
向
け
た
取
組
と
そ
の
現
状
等
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
、
ま
た
、
死
刑
廃
止
に

関
連
す
る
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
終
身
刑
を

中
心
と
し
た
近
時
の
問
題
意
識
に
つ
い

て
も
報
告
や
議
論
を
行
う
予
定
で
す
。

　
東
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
も

近
時
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
死
刑
廃
止

に
関
す
る
世
界
戦
略
が
ま
と
め
ら
れ
、

ま
た
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
賛
否
の
議
論

が
あ
る
中
で
引
き
続
き
死
刑
執
行
停
止

の
措
置
が
継
続
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
死

刑
廃
止
に
向
け
た
具
体
的
な
動
き
が
続

い
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
日
弁
連
が
福

井
宣
言
を
採
択
し
、「
死
刑
を
な
く
そ

う
市
民
会
議
」
や
「
日
本
の
死
刑
制
度

の
今
後
を
考
え
る
議
員
の
会
」（
議
員

連
盟
）
が
発
足
す
る
な
ど
、
死
刑
廃
止

に
向
け
た
取
組
が
い
よ
い
よ
具
体
化
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト

で
こ
れ
ら
各
種
の
動
き
を
世
界
に
向
け

て
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
本
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
日
時
は
、

3
月
10
日
（
水
）
午
前
9
時
00
分
か
ら

午
前
10
時
30
分
ま
で
で
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
日
弁
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
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昨
年
4
月
に
副
会
長
に
就
任
し
、
死

刑
問
題
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
。

1 
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
活
動

　
日
弁
連
執
行
部
は
、
死
刑
廃
止
を
会

務
執
行
方
針
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
、
こ

れ
ま
で
に
引
き
続
き
、
死
刑
廃
止
及
び

関
連
す
る
刑
罰
制
度
改
革
実
現
本
部
を

中
心
に
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
就
任
直
後
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、

事
実
上
活
動
が
大
き
く
制
約
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

や
集
会
の
方
法
が
徐
々
に
確
立
し
、
当

本
部
も
8
月
17
日
に
は
関
係
団
体
と
の

意
見
交
換
会
と
勉
強
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
勉
強
会
に
は
「
や

ま
ゆ
り
園
事
件
」
の
取
材
を
ご
担
当
さ

れ
た
新
聞
記
者
お
2
人
に
講
演
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
14
日
、
中
央
大
学
の
井

田
良
教
授
を
講
師
と
し
て
、「
死
刑
存

廃
議
論
の
質
を
高
め
る
た
め
に
」
と
題

す
る
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。「
公
益

の
た
め
に
、
か
け
が
え
の
な
い
法
益
で

あ
る
生
命
ま
で
犠
牲
に
す
る
こ
と
に
抵

抗
を
覚
え
る
」
な
ど
と
い
う
問
題
提
起

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
会
議
員
対
応
に
つ
い
て
は
、「
日
本

の
死
刑
制
度
の
今
後
を
考
え
る
議
員
の

会
」
に
働
き
か
け
、
12
月
1
日
に
勉
強

会
に
漕
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
継
続
的
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

2 

当
本
部
活
動
方
針
と

「
新
自
由
刑
」

　
今
年
度
の
当
本
部
の
活
動
と
し
て
、

法
務
省
内
に
死
刑
制
度
を
含
む
刑
罰
制

度
改
革
の
た
め
の
審
議
会
設
置
を
働
き

か
け
る
こ
と
、
を
掲
げ
ま
し
た
。
現
在
、

法
制
審
に
お
い
て
、「
新
自
由
刑
」
の

創
設
が
議
論
さ
れ
、
懲
罰
よ
り
も
改
善

更
生
と
い
う
側
面
が
確
立
さ
れ
ま
す
。

死
刑
は
改
善
更
生
と
相
容
れ
ず
、
こ
れ

も
契
機
と
し
て
死
刑
廃
止
活
動
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

3 

国
際
的
な
動
向

　
O
E
C
D
加
盟
37
か
国
の
う
ち
、
死

刑
を
存
置
し
て
い
る
の
は
日
本
・
韓

国
・
米
国
だ
け
で
す
。
そ
の
う
ち
韓
国

は
事
実
上
の
死
刑
廃
止
国
で
、
昨
年
の

国
連
総
会
で
「
死
刑
廃
止
を
視
野
に
入

れ
た
死
刑
執
行
停
止
を
求
め
る
決
議
」

に
賛
成
し
ま
し
た
。
米
国
は
、
22
州
が

死
刑
を
廃
止
し
、
3
州
が
死
刑
執
行
モ

ラ
ト
リ
ア
ム
（
事
実
上
の
死
刑
廃
止
）

を
宣
言
し
、
全
50
州
中
25
州
が
法
律

上
・
事
実
上
の
死
刑
廃
止
に
至
っ
て
い

ま
す
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
死
刑
停
止

と
廃
止
を
公
約
に
掲
げ
て
い
る
よ
う
で

す
。
ア
メ
リ
カ
で
の
動
き
が
日
本
に
も

及
ぶ
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
の
死
刑
制
度
が
地
位
協

定
や
犯
罪
人
引
渡
条
約
締
結
の
障
害
と

な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
と
の
地
位
協
定
（
日
豪
円
滑
化
協

定
）
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
が
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
に
死
刑
が
適
用
さ
れ
な
い

の
か
判
然
と
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
南
ア

フ
リ
カ
と
の
間
で
、「
死
刑
に
し
な
い
」

と
い
う
誓
約
書
を
日
本
国
が
提
出
し
な

い
限
り
、
犯
罪
人
引
渡
は
難
し
い
と
さ

れ
た
こ
と
等
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

4 

京
都
コ
ン
グ
レ
ス

　
延
期
さ
れ
て
い
た
京
都
コ
ン
グ
レ
ス

が
3
月
7
日
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。
併

せ
て
、
3
月
13
日
、
日
弁
連
主
催
で
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す

（
Z
o
o
m
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
配
信
）。「
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
国

と
地
域
で
の
死
刑
廃
止
を
目
指
す
―
国

際
法
に
お
け
る
死
刑
制
度
の
違
法
性
」

に
は
、
自
由
民
主
党
・
議
連
会
長
の
河

村
建
夫
衆
議
院
議
員
、
公
明
党
代
表
の

山
口
那
津
男
参
議
院
議
員
、
立
憲
民
主

党
幹
事
長
の
福
山
哲
郎
参
議
院
議
員
、

元
法
務
大
臣
の
谷
垣
禎
一
氏
、
全
日
本

仏
教
会
理
事
長
で
あ
る
戸
松
義
晴
氏
か

ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
戴
す
る
予
定
で
す
。

5 

弁
連
・
弁
護
士
会
の
動
き

　
今
年
度
、
新
た
に
、
福
岡
県
、
東
京
、

広
島
、
愛
知
県
の
各
弁
護
士
会
が
決
議

を
採
択
し
ま
し
た
。
年
度
内
に
は
さ
ら

に
、
神
奈
川
県
、
仙
台
、
第
二
東
京
が

総
会
で
の
審
議
を
予
定
し
て
い
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
。

6 

結
語

　
命
を
奪
う
「
死
刑
」
と
い
う
刑
罰
に

つ
い
て
、
人
権
擁
護
、
え
ん
罪
の
危
険
、

国
際
的
な
問
題
等
の
観
点
か
ら
、
日
本

最
大
の
法
律
家
団
体
、
人
権
擁
護
団
体

で
あ
る
日
弁
連
こ
そ
が
発
信
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
り
ま
せ
ん
。
2
0
2

0
年
は
9
年
ぶ
り
に
死
刑
執
行
が
な
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
状
態
が
続
き
、

ま
ず
は
前
述
し
た
審
議
会
等
の
設
置
に

漕
ぎ
つ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
、
日
弁
連
・
当
本
部
の
活
動
に
ご
理

解
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　日弁連は、京都コングレス開催直後の本年3月13日（土）に、下記の
要領でオンライン形式による国際シンポジウムを開催します（国際弁護
士連盟・国際刑法学会日本部会共催、駐日欧州連合代表部後援）。

記
1　�全体テーマ「刑事司法の未来を展望する―刑事司法制度は死刑制度
や弁護士への攻撃とともに共存できるのか」

2　日時　2021年（令和3年）3月13日（土）
	 午後0時15分〜午後5時10分
3　参加方法
　Zoomウェビナーによる配信（事前申込制。申込期限：3月10日（水））
　内容としては、2部構成となり、第1部は「弁護士の役割に関する基本
原則」をテーマに、弁護士の活動や独立を保護するための同原則がコン
グレスで採択されて30周年となる機会にその果たしてきた役割や将来
の課題を検討します。
　第2部は「死刑制度の廃止」をテーマにします。具体的には「世界の
あらゆる国と地域で死刑廃止を目指す〜国際法における死刑制度の違法
性～」をテーマとして、基調講演にオーストラリア国立大学の国際法学
者ドナルド・ロスウェル・ファール教授を招聘し、国際法における死刑
の法的地位について論じていただき、パネルディスカッションにおいて、
髙山佳奈子氏（京都大学大学院法学研究科教授）、森達也氏（映画監督・
作家・明治大学特任教授）、さらには国際弁護士連盟や駐日欧州連合代
表部からの参加も得て、死刑廃止の実現の道筋を探ります。また国会議
員によるメッセージも予定しています。
　是非とも、ご参加くださるようお願いします。

国際シンポジウム
（3月13日）にご参加を！
死刑廃止及び関連する刑罰制度改革実現本部副本部長　和田　光弘 （新潟県）

京
都
コ
ン
グ
レ
ス
に
お
け
る

サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
！

2
0
2
0
年
度
に
お
け
る

当
連
合
会
の
取
組

死刑制度の実情に関する広報資料
（OECD37カ国）

日
弁
連
副
会
長
　
大
川
　
哲
也

死
刑
廃
止
及
び
関
連
す
る
刑
罰
制
度
改
革
実
現
本
部
事
務
局
次
長

太
田
　
宏
史
（
福
井
）

3月10日
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2
0
1
6
年
7
月
26
日
未
明
に
神
奈

川
県
相
模
原
市
に
お
い
て
発
生
し
た
津

久
井
や
ま
ゆ
り
園
事
件
は
、
同
園
の
元

職
員
男
性
が
刃
物
に
よ
っ
て
入
所
者
19

名
を
刺
殺
し
26
名
に
重
軽
傷
を
負
わ
せ

る
戦
後
最
悪
と
も
形
容
さ
れ
る
残
虐
な

も
の
で
あ
っ
た
。
加
害
男
性
は
「
障
が

い
者
は
不
幸
し
か
作
る
こ
と
は
な
い
」

「
私
が
殺
し
た
の
は
人
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
大
量
殺
戮
を
正
当
化
。
そ
の
独

善
的
考
え
に
対
し
ネ
ッ
ト
上
で
は
賛
同

の
意
見
も
多
く
書
き
込
ま
れ
る
な
ど
、

社
会
に
根
付
く
差
別
感
情
が
露
に
な
っ

た
こ
と
も
衝
撃
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

神
奈
川
地
裁
で
の
加
害
男
性
に
対
す
る

裁
判
員
裁
判
は
死
刑
判
決
で
あ
り
、
弁

護
人
に
よ
る
控
訴
を
加
害
男
性
が
取
り

下
げ
た
こ
と
で
2
0
2
0
年
3
月
末
に

死
刑
が
確
定
し
て
い
る
。
日
弁
連
で
は
、

2
0
2
0
年
8
月
7
日
、
加
害
男
性
の

差
別
的
発
想
の
背
景
、
加
害
男
性
に
対

す
る
死
刑
の
持
つ
意
味
な
ど
を
学
ぶ
た

め
、
神
奈
川
新
聞
の
記
者
で
あ
る
石
川

泰
大
氏
と
川
島
秀
宜
氏
を
講
師
と
し
て

「
や
ま
ゆ
り
園
事
件
と
死
刑
　『
生
き

る
に
値
し
な
い
命
』
の
パ
ラ
ド
ッ
ク

ス
」
と
題
す
る
勉
強
会
を
開
い
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
も
懸
念
さ
れ
る
時
期
で

あ
っ
た
た
め
、
勉
強
会
会
場
の
参
加
人

数
は
絞
ら
れ
、
各
地
の
視
聴
会
員
と

Z
o
o
m
で
中
継
を
結
ぶ
新
し
い
ス
タ

イ
ル
で
行
わ
れ
た
。

　
加
害
男
性
と
37
回
の
接
見
及
び
50
回

の
手
紙
の
や
り
と
り
を
行
っ
た
石
川
記

者
か
ら
は
、
加
害
男
性
が
基
本
的
に
礼

儀
正
し
く
友
人
も
多
い
人
物
で
あ
っ
た

こ
と
、
自
ら
の
容
姿
へ
の
強
い
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
と
美
し
い
者
や
強
者
へ
の
強

い
憧
れ
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
語
ら
れ

た
。
そ
こ
か
ら
は
、
障
が
い
者
へ
の
強

固
な
偏
見
は
あ
る
に
せ
よ
、“
普
通
の

青
年
に
よ
る
残
虐
な
犯
行
で
あ
っ
た
こ

と
”、
事
件
の
背
後
に
は
“
特
異
な
人

物
に
よ
る
特
異
な
事
件
”
で
は
片
づ
け

ら
れ
な
い
社
会
の
根
深
い
差
別
意
識
が

あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
遺
族
の
希
望
と
し
て
警
察
発

表
が
匿
名
で
あ
っ
た
た
め
、
報
道
で
は
、

加
害
男
性
の
歪
ん
だ
主
張
ば
か
り
が
社

会
に
伝
わ
り
、
亡
く
な
っ
た
一
人
一
人

の
犠
牲
者
の
人
生
を
伝
え
ら
れ
な
か
っ

た
も
ど
か
し
さ
が
あ
っ
た
と
話
が
あ
っ

た
。
メ
デ
ィ
ア
ス
ク
ラ
ム
の
問
題
点
や

社
会
の
偏
見
に
も
言
及
が
あ
っ
た
。
こ

の
点
、
当
初
は
匿
名
報
道
で
あ
っ
た
が

最
終
的
に
は
実
名
報
道
と
な
っ
た
京
都

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
放
火
殺
人
事
件
（
犠

牲
者
36
名
）
と
の
違
い
も
考
え
さ
せ
ら

れ
た
。

　
川
島
記
者
か
ら
は
、加
害
男
性
が「
生

き
る
に
値
し
な
い
命
」
を
奪
っ
た
に
す

ぎ
な
い
と
自
己
の
行
為
を
正
当
化
し
つ

づ
け
た
点
に
着
目
、
人
類
の
歴
史
上
現

れ
た
優
生
学
的
発
想
と
加
害
男
性
の
犯

行
動
機
と
の
類
似
点
に
つ
い
て
話
が

あ
っ
た
。
プ
ラ
ト
ン
や
ホ
ッ
ブ
ズ
ら
の

主
張
に
あ
ら
わ
れ
る
精
神
・
身
体
障
が

い
者
へ
の
冷
酷
さ
や
、
近
代
日
本
で
も

「
普
通
人
と
し
て
の
生
活
を
す
る
だ
け

の
能
力
の
な
い
よ
う
な
子
供
を
産
む
こ

と
は
、
人
類
に
対
し
、
社
会
に
対
し
、

大
き
な
罪
悪
で
あ
る
」（
平
塚
ら
い
て

う
「
母
性
の
主
張
に
つ
い
て
」）
と
い
っ

た
主
張
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た

こ
と
、
加
害
男
性
が
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
の

T
4
作
戦
（
精
神
障
が
い
者
や
身
体
障

が
い
者
に
対
す
る
安
楽
死
作
戦
）を「
間

違
っ
て
い
な
い
」
な
ど
と
考
え
て
い
た

こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
我
々
は
「
す
べ
て
国
民
は
、
個
人
と

し
て
尊
重
さ
れ
る
」（
日
本
国

憲
法
13
条
）
社
会
を
理
想
と
し
、

優
生
学
的
発
想
を
克
服
し
た
は

ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
匿
名

報
道
の
背
後
に
あ
る
社
会
の
差

別
意
識
、
加
害
男
性
の
動
機
に

賛
同
す
る
ネ
ッ
ト
の
書
き
込
み

か
ら
う
か
が
え
る
社
会
の
優
生

学
的
発
想
は
、
我
々
一
人
一
人

の
心
に
潜
む
も
の
で
は
な
い
か
。

　
死
刑
と
す
る
こ
と
で
加
害
男

性
を
社
会
か
ら
排
除
は
で
き
る
。

し
か
し
、
死
刑
に
よ
っ
て
加
害

男
性
が
な
ぜ
独
善
的
な
考
え
を

持
つ
に
至
り
行
動
に
移
し
た
の

か
の
解
明
は
不
可
能
に
な
る
。

被
害
者
一
人
一
人
の
か
け
が
え

な
さ
を
被
害
者
遺
族
か
ら
法
廷

で
聴
い
た
加
害
男
性
に
贖
罪
の
気
持
ち

が
芽
生
え
た
の
か
も
不
明
と
な
る
。
社

会
に
不
適
合
な
者
を
排
除
す
る
優
生
思

想
と
死
刑
の
背
後
に
あ
る
思
想
と
は
地

続
き
の
も
の
が
あ
る
と
感
じ
た
。

　
2
0
2
0
年
10
月
14
日
、
中
央
大
学

の
井
田
良
教
授
（
刑
事
法
学
）
に
よ
る

表
記
テ
ー
マ
の
講
義
を
弁
護
士
会
館
と

Z
o
o
m
で
つ
な
が
っ
た
全
国
の
弁
護

士
が
聴
講
し
た
。当
本
部
で
は
、現
役
の

刑
法
学
者
が
死
刑
存
廃
問
題
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
を
是
非

と
も
お
聞
き
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
井
田
教
授
は
、
死
刑
制
度
の
存
廃
の

議
論
が
す
れ
違
い
と
な
っ
て
い
る
原
因

は
素
朴
応
報
刑
論
に
あ
る
と
し
、
刑
罰

の
本
質
に
遡
り
、
刑
法
に
よ
る
社
会
秩

序
維
持
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
再
考
す
る
こ

と
で
議
論
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
と
提
言
し
た
。

　
死
刑
制
度
存
置
の
最
も
強
い
根
拠
に

な
っ
て
い
る
素
朴
応
報
刑
思
想
か
ら
は
、

多
数
の
人
を
意
図
的
に
殺
害
し
た
よ
う

な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
人
権
感
覚
か
ら
死

刑
以
外
の
刑
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う

「
人
道
主
義
的
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
が
生

じ
る
傾
向
に
あ
る
。
他
方
、
応
報
刑
論

そ
の
も
の
に
内
在
す
る
限
界
と
し
て
責

任
主
義
の
原
則
と
い
う
死
刑
言
渡
し
に

至
ら
せ
な
い
「
引
き
算
型
量
刑
」
と
も

言
う
べ
き
ブ
レ
ー
キ
が
存
在
す
る
。
井

田
教
授
の
恩
師
宮
澤
浩
一
教
授
も
『
青

少
年
問
題
』
の
中
で
、（
非
行
を
犯
し

た
）
少
年
た
ち
こ
そ
社
会
の
犠
牲
者
・

被
害
者
だ
と
断
定
し
て
い
る
。「
引
き

算
型
量
刑
」
の
判
断
方
法
は
死
刑
を
極

力
回
避
す
る
方
向
へ
の
ブ
レ
ー
キ
と
し

て
働
く
は
ず
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

社
会
と
切
り
離
さ
れ
た
個
人
主
義
と
い

う
時
代
の
変
化
、
犯
罪
被
害
者
保
護
の

思
想
が
強
調
さ
れ
た
結
果
と
し
て
、
全

て
個
人
の
責
任
と
さ
れ
、「
ブ
レ
ー
キ

と
し
て
の
責
任
非
難
」
と
い
う
機
能
が

効
か
な
く
な
り
「
引
き
算
型
量
刑
の
ジ

レ
ン
マ
」
が
生
じ
た
。
こ
う
し
て
、
素

朴
応
報
刑
論
を
前
提
と
す
る
と
、
パ
ラ

ド
ッ
ク
ス
と
ジ
レ
ン
マ
か
ら
不
毛
な
議

論
と
な
っ
て
く
る
。

　
教
授
は
、
こ
の
不
毛
な
議
論
か
ら
抜

け
出
す
た
め
に
は
、
今
一
度
、
刑
法
に

よ
る
社
会
秩
序
維
持
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

刑
罰
の
本
質
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
す
る
。

　
例
え
ば
、
団
藤
重
光
先
生
の
『
刑
法

綱
要
総
論
』
に
「
刑
罰
と
は
犯
罪
の
ゆ

え
に
そ
の
行
為
者
に
加
え
ら
れ
る
国
家

的
非
難
の
形
式
」
だ
と
い
う
定
義
が
あ

る
。
ま
た
ヘ
ー
ゲ
ル
が
犯
罪
の
も
た
ら

す
真
の
害
悪
と
は
「
法
そ
の
も
の
の
侵

害
」
の
中
に
あ
る
と
説
い
た
。

　
刑
法
が
想
定
し
て
い
る
社
会
秩
序
維

持
の
あ
り
方
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

刑
法
は
、
個
人
が
生
ま
れ
育
つ
過
程
に

お
け
る
社
会
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
中
で

規
範
意
識
を
形
成
す
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
そ
れ
を
補
充
・
強
化
す
る
存
在
で

あ
る
。
刑
法
は
、
個
人
個
人
に
対
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
規
範
意
識
を
働
か
せ
る
こ

と
を
通
じ
て
の
法
益
侵
害
の
回
避
を
義

務
づ
け
、
そ
う
し
て
社
会
秩
序
を
維
持

し
よ
う
と
す
る
思
想
を
根
本
に
置

い
て
い
る
。
犯
罪
の
も
た
ら
す
害

と
は
、
そ
れ
が
個
人
的
法
益
に
対

す
る
罪
で
あ
る
と
し
て
も
、
公
益

に
生
じ
た
害
で
あ
り
、
個
別
の
被

害
者
に
生
じ
た
侵
害
そ
の
も
の
で

は
な
い
。
刑
罰
の
本
質
は
行
為
者

に
対
す
る
非
難
の
告
知
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
刑
法
の
あ
り
方
は
、

社
会
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
整
合
し
、

そ
の
中
に
組
み
込
ん
で
説
明
で
き

る
。
人
が
成
長
の
中
で
そ
の
社
会

の
ル
ー
ル
を
身
に
付
け
て
い
く
過

程
を
「
社
会
化
」
と
呼
ぶ
が
、
犯

罪
を
行
っ
た
人
は
、
社
会
化
の
過

程
で
基
本
的
ル
ー
ル
を
学
び
そ
こ
な
っ

た
人
と
い
え
る
。
刑
事
裁
判
を
通
じ
て

刑
罰
を
科
す
こ
と
は
、
社
会
化
と
い
う
、

ル
ー
ル
学
習
の
社
会
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

前
提
と
し
、
こ
れ
を
補
完
す
る
も
の
と

し
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
刑
法
が
想
定
し
て

い
る
社
会
秩
序
維
持
の
あ
り
方
を
社
会

科
学
の
学
識
や
知
見
と
接
合
さ
せ
、
そ

れ
を
前
提
に
議
論
を
進
め
れ
ば
、
被
害

者
（
遺
族
）
の
私
益
の
追
求
を
具
体
的

な
刑
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
回
避
し
、
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
と
ジ
レ
ン

マ
か
ら
抜
け
出
す
道
が
見
え
て
く
る
の

で
は
な
い
か
。

　
教
授
は
、
被
害
者
を
支
援
す
る
立
場

に
立
つ
法
律
家
に
対
し
て
も
、
現
行
法

の
諸
制
度
・
諸
原
則
・
諸
々
の
約
束
事

と
現
行
刑
法
の
基
本
的
な
あ
り
方
を
尊

重
し
た
上
で
、
そ
の
こ
と
を
納
得
し
て

も
ら
い
つ
つ
被
害
者
を
支
援
す
る
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
た
。

　
最
後
に
、
井
田
教
授
と
私
は
同
世
代

で
あ
る
。
同
じ
学
窓
を
巣
立
ち
40
数
年

の
歳
月
を
経
て
、
死
刑
存
廃
を
め
ぐ
る

議
論
を
テ
ー
マ
に
講
義
を
聴
く
と
い
う

の
は
感
慨
ひ
と
し
お
で
あ
る
。
こ
の
論

考
で
教
授
の
伝
え
た
こ
と
を
全
て
網
羅

す
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
。
教

授
が
書
か
れ
た
判
例
時
報
2
4
2
8
号

（
2
0
2
0
年
）
の
同
テ
ー
マ
の
論
文

を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

死
刑
廃
止
及
び
関
連
す
る
刑
罰
制
度
改
革
実
現
本
部
事
務
局
次
長
　
舩
澤
　
弘
行
（
千
葉
県
）

死
刑
廃
止
及
び
関
連
す
る
刑
罰
制
度
改
革
実
現
本
部
副
本
部
長
　
吉
田
　
瑞
彦
（
岩
手
）

「
や
ま
ゆ
り
園
事
件
と
死
刑
」

勉
強
会
報
告（
8
月
17
日
）

「
死
刑
存
廃
を
め
ぐ
る
議
論
の
質
を

高
め
る
た
め
に
」
勉
強
会
報
告（
10
月
14
日
）

神奈川新聞　川島記者（左）と石川記者（右）

井田良教授による講義


